
は
、
２
０
２
３

（

）
1

年
３
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ

Ｂ
Ｃ
が
放
送
し
、
性
被
害

者
が
告
発
を
行
い
、
国
連

人
権
理
事
会
も
動
い
て
、

急
展
開
の
解
決
に
向
か
い

ま
し
た
。

は
、
森
永
卓
郎

（

）
2

『
ザ
イ
ム
真
理
教
（
三
五

』

）

館
シ
ン
シ
ャ
・

年
６
月

23

が
出
版
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

で
世
界
の
各
国
が
消
費
税

を
下
げ
て
い
る
の
に
、
な

「

」

ぜ
日
本
は
消
費
税
減
税

を
拒
否
す
る
の
か
、
財
務

省
の
問
題
が
余
す
と
こ
ろ

な
く
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。

は
、
す
で
に
青

（

）
3

山
透
子
氏
が
『
日
航
１
２

３
便
墜
落
の
新
事
実

河
』（

出
書
房
新
社
２
０
１
７
年

７
月
）
を
書
き
、
５
冊
の

著
書
を
出
し
「
社
会
が
ひ

、

」

っ
く
り
返
る
よ
う
な
問
題

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
日
ま
で
マ
ス
コ
ミ
は
無

視
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
５
年
の
事
故

日
本
航
空
１
２
３
便
の

墜
落
事
件
は
、
１
９
８
５

年
８
月

日
、
大
阪
・
伊

12

丹
空
港
に
向
け
て
羽
田
を

飛
び
立
っ
た
日
航
１
２
３

便
が
、
御
巣
鷹
山
に
墜
落

し
、
乗
客
乗
員
５
２
４
人

中
５
２
０
人
が
死
亡
す
る

と
い
う
、
い
ま
だ
に
単
独

機
と
し
て
は
世
界
最
大
の

航
空
機
事
故
で
す
。

事
故
の
原
因
は
、
機
体

後
部
に
あ
る
圧
力
隔
壁
が

破
損
し
た
こ
と
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

機
体
は
過
去
に
伊
丹
空、

港
で
尻
餅
事
故
を
起
こ
し

そ
の
時
に
破
損
し
た
圧
力

隔
壁
を
ボ
ー
イ
ン
グ
社
が

修
理
し
た
際
に
、
十
分
な

強
度
を
持
た
な
い
誤
っ
た

方
法
で
行
っ
た
た
め
、
そ

れ
が
破
損
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
の
が
公
式
見
解
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
原
因
の
真
相

こ
の
事
故
原
因
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
疑
念
が
持
た

れ
て
き
ま
し
た
。

圧
力
隔
壁
説
は
、
高
度

●７
３
０
０
㍍
で
は
機
内
の

空
気
が
吹
き
出
し
、
客
室

内
の
人
も
荷
物
も
無
事
で

な
い
は
ず
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
起
き
て
い
な

か
っ
た
。

１
２
３
便
は
、
尾
翼
の

●一
部
を
除
い
て
、
機
体
が

無
事
だ
っ
た
。

航
空
事
故
調
査
報
告
書

●で
は
、
尾
翼
に
何
か
が
追

突
し
た
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
認
め
て
い
た
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
飛
翔
体

●が
１
２
３
便
に
向
か
っ
て

飛
ん
で
い
る
写
真
が
見
つ

か
っ
た
。

そ
の
飛
翔
体
は
、
自
衛

隊
の

式
地
対
艦
誘
導
弾

88

の
可
能
性
が
あ
り
、
当
時

開
発
中
で
爆
薬
は
搭
載
さ、

れ
て
い
な
い
ミ
サ
イ
ル
で

色
が
オ
レ
ン
ジ
色
。

ま
た
無
人
標
的
機
も
訓

練
で
使
う
た
め
オ
レ
ン
ジ

色
で
、
洋
上
で
自
衛
隊
が

「

」

民
間
機
に
誤
っ
て
攻
撃

を
加
え
た
可
能
性
。

機
体
後
部
で
爆
発
直
後

●に
、
羽
田
空
港
に
戻
る
進

路
を
変
え
た
が
、
米
軍
横

田
基
地
に
着
陸
目
標
を
変

更
し
、
横
田
基
地
を
目
前

、

、

に
し
て
着
陸
を
断
念
し

突
然
進
路
を
海
側
で
は
な

く
山
側
に
変
え
た
「
謎
。」

も
し
、
１
２
３
便
が
無

事
に
着
陸
し
た
ら
、
本
当

は
何
が
起
き
た
の
か
、
完

全
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
。

墜
落
の
わ
ず
か
２
時
間

●後
に
、
現
場
上
空
に
米
軍

ヘ
リ
が
到
着
し
、
空
か
ら

の
救
出
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
た
時
に
、
横
田
基
地

か
ら
退
去
命
令
が
来
て
、

米
軍
は
救
出
作
業
が
出
来

な
か
っ
た
。

機
体
は
内
陸
部
で
レ
ー

●ダ
ー
に
捉
え
ら
れ
、
事
故

の
目
撃
情
報
の
通
報
が
あ

っ
た
の
に
、
政
府
は
墜
落

場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
言

い
続
け
、
墜
落
現
場
が
特

定
さ
れ
た
の
が
、
事
故
後

時
間
も
経
っ
て
か
ら
。

10
墜
落
直
前
の
１
２
３
便

●を
、
２
機
の
自
衛
隊
の
フ

ァ
ン
ト
ム
機
が
追
尾
し
て、

い
た
複
数
の
目
撃
証
言
と

当
時
の
小
学
生
や
中
学
生

の
文
集
の
な
か
に
も
目
撃

の
記
述
が
あ
る
。

墜
落
現
場
で
、
第
４
エ

●ン
ジ
ン
だ
け
が
主
翼
か
ら

外
れ
、
粉
々
に
な
っ
て
広

範
囲
に
散
乱
し
、
墜
落
直

前
に
「
第
４
エ
ン
ジ
ン
」

が
ミ
サ
イ
ル
で
「
撃
墜
」

さ
れ
た
疑
い
。

墜
落
現
場
で
遺
体
が
完

●全
に
炭
化
し
、
検
視
し
た

医
師
は
「
ま
る
で
２
度
焼

き
し
た
よ
う
だ
」
と
の
証

言
。ガ

ソ
リ
ン
と
タ
ー
ル
を

ま
ぜ
た
よ
う
な
強
い
異
臭

は
、
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
に
は
な
く
、
自
衛
隊

が
使
う
火
炎
放
射
機
に
よ

る
証
拠
隠
滅
の
可
能
性
。

日
航
１
２
３
便
の
遺
物

か
ら
ベ
ン
ゼ
ン
が
検
出
さ

れ
、
航
空
燃
料
に
は
ベ
ン

ゼ
ン
は
含
ま
れ
ず
、
ガ
ソ

リ
ン
に
は
含
ま
れ
、
遺
物

を
溶
か
し
た
の
は
航
空
燃

料
で
は
な
く
、
火
炎
放
射

機
の
燃
料
の
可
能
性
。

正
否
を
検
証
す
る
た
っ

●た
一
つ
の
方
法
は
、
ボ
イ

ス
レ
コ
ー
ダ
ー
と
フ
ラ
イ

ト
レ
コ
ー
ダ
ー
。

そ
の
開
示
を
求
め
る
遺

族
の
請
求
は
、
２
０
２
２

年

月

日
に
東
京
地
裁

10

13

は
棄
却
。

年
６
月
１
日

23

に
２
審
も
棄
却
で
、
開
示

は
拒
否
。

日
本
経
済
の
墜
落

森
永
氏
は
、
事
故
の
41

日
後
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」

で
、
日
本
経
済
に
致
命
的

な
決
定
（
超
円
高
）
が
さ

れ
、
ほ
ぼ
１
年
後
に
日
米

半
導
体
協
定
で
、
日
本
の

半
導
体
産
業
の
凋
落
が
決

ま
り
、

年
か
ら
の
日
米

89

構
造
協
議
で
、
日
本
の
市

場
開
放
と
対
米
全
面
服
従

に
な
っ
た
と
述
べ
、

１
２
３
便
の
墜
落
原
因

を
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に
泥

を
か
ぶ
っ
て
も
ら
い
、
ア

メ
リ
カ
に
口
裏
を
合
わ
せ

て
も
ら
い
、
真
相
を
隠
ぺ

い
し
続
け
て
き
た
事
が
、

対
米
従
属
と
日
本
経
済
墜

落
の
真
相
と
述
べ
て
い
ま

、

。

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
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森
永
卓
郎
著
『
書
い
て
は
い
け
な
い
』
を
読
む

日
本
航
空
１
２
３
便
の
事
故
の
真
相

昨
年
末
に
ス
テ
ー
ジ
４
の
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）
が
ん

闘
病
を
公
表
し
た
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓
郎
氏

（

）
の
新
著
『
書
い
て
は
い
け
な
い

（
三
五
館
シ
ン

』

66
シ
ャ
・
３
月

日
）
が
９
日
出
版
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て

20

い
ま
す

（

）

。

写
真
は
、
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

冒
頭
に

「
・
・
・
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
け
っ
し
て
触
れ

、

て
は
い
け
な
い
「
タ
ブ
ー
」
が
３
つ
存
在
し
た
。

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
性
加
害

（

）
1

財
務
省
の
カ
ル
ト
的
財
政
緊
縮
主
義

（

）
2

日
本
航
空
１
２
３
便
の
墜
落
事
件

（

）
3

こ
の
３
つ
に
関
し
て
は
、
関
係
者
の
多
く
が
知
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た
ら
、

瞬
時
に
メ
デ
ィ
ア
に
出
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
オ
キ
テ

が
存
在
す
る

・
・
・
下
手
を
す
る
と
、
逮
捕
さ
れ
、
裁

。

判
で
も
負
け
る

」
と
書
い
て
い
ま
す
。

。



「
藤
島
地
域
教
育
振
興

会
議
最
終
報
告
書
に
関
す

る
東
栄
地
区
説
明
会
」
が

９
日
、
同
地
区
活
動
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
質
問
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

小
中
一
貫
校
で
は
、

問先
生
の
負
担
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

会
議
が
増
え
る
こ
と

答は
懸
念
材
料
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
る
が
、
業
務

の
見
直
し
を
か
け
る
こ
と

で
、
全
体
で
は
減
る
の
で

は
な
い
か
。

長
い
目
で
考
え
れ
ば
働

き
方
改
革
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
質
の
高

い
教
育
が
出
来
る
。

長
い
目
で
み
る
と
は

問ど
の
程
度
か
。

萩
野
学
園
に
昨
年
伺

答っ
た
ら
、
３
年
目
位
で
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
と
の
こ

と
だ
。家

庭
・
地
域
と
の
繋

問が
り
で
は
、
元
町
の
人
だ

け
が
関
係
と
な
る
の
か
。

活
動
の
中
心
は
文
厚

答

エ
リ
ア
に
な
る
が
、
他
の

地
域
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

学
校
を
早
く
終
わ
り
に

し
て
、
東
栄
地
区
の
子
ど

も
た
ち
は
東
栄
で
活
動
す

る
日
を
設
け
る
と
か
、
ク

ラ
ブ
活
動
を
地
域
に
還
元

し
た
り
、
藤
島
の
子
ど
も

が
東
栄
の
獅
子
踊
り
を
や

っ
て
み
た
い
と
か
、
横
の

交
流
も
可
能
に
な
る
。

今
も
、
長
沼
の
子
ど
も

は
長
沼
地
区
で
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
で
、
行
政

問か
ら
伝
わ
る
情
報
量
は
圧

倒
的
に
少
な
か
っ
た
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
９
割
が
賛
成
と
だ

け
言
う
が
、
集
約
は

％
15

だ
っ
た
こ
と
は
な
ぜ
か
言

わ
な
い
。

教
育
振
興
会
議
で
は
、

回
答
し
な
か
っ
た
人
は
賛

成
な
の
だ
と
い
う
考
え
方

を
し
て
い
る
人
も
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
が
進
ま
な

い
の
は
、
情
報
量
に
原
因

が
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
振
興
会
議
は
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
く
が
、
こ

れ
ま
で
対
話
の
機
会
は
な

か
っ
た
。

や
っ
て
も
今
回
の
よ
う

な
一
問
一
答
方
式
だ
。

わ
か
ら
な
い
事
を
、
色

々
わ
か
り
合
え
る
ま
で
話

し
あ
う
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
っ
た
。

ど
う
や
っ
た
ら
伝
わ

答る
か
模
索
し
な
が
ら
や
っ

、

。

て
き
た
が
難
し
か
っ
た

学
校
を
建
設
す
れ
ば

問

、

年
間
変
わ
ら
な
い
の
に

50ほ
ぼ
１
年
の
短
期
間
で
結

論
を
出
し
て
き
た
。
拙
速

で
は
な
い
の
か
。

中
学
校
の
改
築
は
わ
か

っ
て
い
た
の
に
、
ギ
リ
ギ

リ
に
な
っ
て
こ
う
い
う
問

題
を
出
し
て
き
た
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

子
ど
も
の
意
見
や
、
現

場
の
先
生
の
意
見
を
聞
か

な
い
で
、
結
論
を
出
し
て

良
か
っ
た
の
か
。

大
人
で
さ
え
難
し
い

答問
題
を
、
ど
う
子
ど
も
た。

ち
か
ら
意
見
を
聞
く
か
だ

新
し
い
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
時
に
は
、
子
ど
も

達
か
ら
意
見
を
聞
く
。

『駐鑾(ちゅうらん)之碑』の石碑台座の柵

な
条
件
は
い
つ
で
も
吹
っ

飛
ば
さ
れ
る
。
武
器
輸
出

３
原
則
を
防
衛
装
備
移
転

３
原
則
と
変
え
て
、
そ
れ

を
承
知
で
、
何
が
平
和
の

党
で
す
か
。

▲
２
度
と
戦
争
は
し
な
い

と
世
界
に
約
束
を
し
た
日

本
の
憲
法
で
は
、
持
つ
こ

と
が
出
来
な
い
長
距
離
弾

頭
弾
・
ト
マ
ホ
ー
ク
を
爆

買
い
し
た
と
思
っ
て
い
た

ら
、
戦
闘
機
を
作
っ
て
そ

れ
を
売
り
出
す
と
い
う
ん

だ
。
憲
法
９
条
で
は
、
出

。

、

来
な
い
こ
と
で
す
当
然

殺
傷
兵
器
の
輸
出
は
出
来、

な
く
て
困
っ
て
い
た
の
に

助
け
舟
を
だ
し
た
ん
だ
よ

・
公
明
党
は
。
日
本
を
ど

う
い
う
国
に
し
た
い
ん
だ

い
・
こ
の
党
は
。
党
の
綱

領
に
平
和
は
、
ど
う
書
い

て
あ
る
ん
だ
？

▲
い
よ
い
よ
資
本
主
義
も

行
き
詰
ま
っ
て
、
兵
器
を

売
ら
な
け
れ
ば
金
儲
け
が。

で
き
な
く
な
っ
た
ん
だ
か

裏
金
で
政
権
を
買
い
、
兵

器
を
売
っ
て
金
儲
け
。
こ

ん
な
政
権
は
変
え
よ
う
。

（
石
川
）

管
柵
に
な
っ
た
。

上
部
は
鉄
柵
を
つ
な
ぐ

柵
石
柱
が
周
を
囲
ん
で
い

る
。
石
柱
は
頂
部
が
４
角

垂
の
長
方
形
で
あ
る
。
基

壇
の
四
隅
と
正
面
両
脇
に

あ
る
６
個
の
石
柱
は
、
間

に
あ
る
同
形
の
石
柱
よ
り

や
や
大
き
く
（

）

作
図
１

高
さ

で
６

高
い
。

㎝

㎝

46

石
柱
の
東
西
・
南
北
両
面

は
２
１
２
～
２
１
４

。

,

㎝

頂
部
は
４
角
垂
で
中
央
と

縁
の
高
さ
の
差
は
す
べ
て

で
あ
る
。

㎝
25

小
型
の
石
柱
は
南
北
側

、

、

に
各
３
個
西
側
に
４
個

（

）

、

東
側
正
面
は
２
個
で

面
改
正
で
一
層
厳
し
く
な

っ
た
金
属
類
回
収
令
で
回

収
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
は

柵
な
し
だ
っ
た
よ
う
だ
。

戦
後
に
現
在
の
ビ
ニ
ー
ル

殺
傷
兵
器
の
輸
出
解
禁

戦
争
放
棄
の
国
が
戦
闘

機
を
売
る
と
い
う
ん
だ
。

「
チ
ョ
ッ
ト
だ
け

反
対

見
せ
て

付
い
て
行
く
」

こ
れ
が
ご
存
じ
、
平
和

の
党
を
標
榜
す
る
公
明
党

の
姿
で
す
。
こ
れ
で
大
臣

の
椅
子
一
つ
掴
め
る
ん
で

す
か
ら
ネ
。
安
倍
総
理
の、

集
団
的
自
衛
権
の
時
に
も

苦
渋
の
決
断
と
言
っ
て
は

平
和
憲
法
に
傷
を
つ
け
、

戦
争
に
近
づ
く
事
だ
っ
た

記
憶
が
あ
る
。

、

▲
自
民
党
に
し
て
み
れ
ば

国
の
方
向
を
単
独
で
決
め

た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
体

裁
が
よ
い
。
そ
ん
な
重
大

な
事
に
手
を
貸
し
て
く
れ

る
か
ら
大
臣
の
椅
子
一
つ

は
安
い
物
。
公
明
に
す
れ

ば
、
さ
も
自
分
ら
の
意
見

が
大
事
な
事
の
決
定
を
左

右
し
た
か
に
見
せ
る
姿
。

戦
闘
機
輸
出
を
閣
議
決
定

で
決
め
る
。
そ
れ
は
許
さ

れ
な
い
。

▲
「
条
件
付
き
」
？

穴

が
開
い
て
し
ま
え
ば
そ
ん

は
『
駐
鑾
之

写
真
①

、
ち
ゆ
う
ら
ん

碑
』
の
石
碑
台
座
の
柵
の

状
況
で
あ
る
。

１
８
８
８
年
の
建
立
時

の
鉄
柵
は
、
昭
和

年
全

18

東
田
川
史
跡
物
語

『
駐
鑾
之
碑
』
規
模
調
査
の
現
段
階
③

青
山

崇（ ）作図１

全
部
で

個
に
な
る
。

18

そ
し
て
石
柱
を
支
え
る

厚
さ

の
土
台
石
が
あ

㎝
12

る
。
石
質
は
福
島
石
と
い

わ
れ
、
良
質
な
白
御
影
石

で
、
ク
セ
の
な
い
穏
や
か

な
石
目
、
変
色
し
に
く
い

特
徴
が
あ
り
、
外
柵
、
記

念
碑
な
ど
に
使
用
。
柵
石

柱
も
福
島
石
で
あ
る
。

基
壇
中
央
の
底
部
か
ら

土
台
石
ま
で
の
高
さ
は
94

、
土
台
石
は

で
計

㎝

㎝

,

12

１
０
６

で
あ
る
。

㎝

こ
の
高
さ
は
、
地
面
か

ら
邪
魔
さ
れ
る
も
の
が
な

く
、
石
碑
が
よ
く
見
え
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

東
栄
地
区
で
小
中
一
貫
校
の
説
明
会

こ
れ
ま
で
対
話
が
な
か
っ
た


